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〈

人

物

表

〉

佐
伯

美
波

（
２
１
）

大
学
生

新
木

く
る
み

（
２
１
）

大
学
生

大
橋

凌

（
２
４
）

会
社
員

〈

ロ

グ

ラ

イ

ン

〉

（
後
編
）
・
美
波
は
、
し
つ
こ
い
く
る
み
に
諭
す
よ
う
な
言
葉
を
か
け
る
が
、
実
は
全
て
バ

レ
て
お
り
、
一
年
後
復
讐
さ
れ
る
話
。

（
全
話
）
・
美
波
は
、
く
る
み
か
ら
彼
を
奪
う
が
、
一
年
後
に
く
る
み
に
刺
さ
れ
る
話

〈

ね

ら

い

〉

・
二
面
性
を
書
く
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１
．

カ
フ
ェ
・
店
内
（
昼
）

店
内
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
て
い
る
。

美
波
と
く
る
み
、
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。

く
る
み
、
目
を
腫
ら
し
て
い
る
。

美
波
、
心
配
す
る
よ
う
な
声
で
、

美
波

「
ま
だ
繋
が
ら
な
い
？
」

く
る
み
、
黙
っ
た
ま
ま
頷
く
。

く
る
み
「
会
社
に
も
電
話
し
て
み
た
ん
だ
け
ど
…
…
」

美
波

「
え
っ
？
」

く
る
み
「
駄
目
だ
っ
た
…
…
」

美
波
、
黙
る
。

く
る
み
「
あ
の
後
、
凌
ち
ゃ
ん
か
ら
折
り
返
し
っ
て
、
き
た
？
」

美
波

「
来
て
な
い
よ
」

く
る
み
「
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
…
…
」

美
波

「
今
は
…
…
待
つ
し
か
な
い
か
も
ね
」

く
る
み
、
聞
い
て
い
な
い
様
子
で
、
携
帯
を
確
認
す
る
。

く
る
み
「
美
波
に
連
絡
き
た
ら
、
教
え
て
ね
」

美
波

「
う
ん
…
…
き
た
ら
」

く
る
み
、
睨
む
よ
う
な
目
つ
き
で
、

く
る
み
「
本
当
に
来
て
な
い
よ
ね
？
」

美
波

「
来
て
な
い
よ
。
な
ん
で
？
」

く
る
み
、
首
を
振
っ
て
、

く
る
み
「
ご
め
ん
ね
。
な
ん
か
、
気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
」

美
波

「
そ
っ
か
…
…
」

美
波
、
無
表
情
で
カ
フ
ェ
オ
レ
を
か
き
混
ぜ
る
。

２
．

美
波
の
部
屋
・
室
内
（
夜
）

暗
い
部
屋
。

美
波
、
眠
っ
て
い
る
。

携
帯
の
時
間
表
示
は
３
時
。
く
る
み
か
ら
の
着
信
が
入
る
。

美
波
、
眠
そ
う
に
し
な
が
ら
、
確
認
す
る
。

溜
息
を
つ
い
て
か
ら
、

美
波

「
も
し
も
し
」

く
る
み
の
声
「
美
波
？

ご
め
ん
ね
」
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美
波

「
ど
う
し
た
の
？
」

く
る
み
の
声
「
凌
ち
ゃ
ん
か
ら
、
連
絡
あ
っ
た
か
な
っ
て
」

美
波

「
な
い
よ
」

く
る
み
の
声
「
そ
っ
か
」

美
波

「
く
る
み
さ
、
ち
ゃ
ん
と
寝
て
る
？
」

く
る
み
の
声
「
…
…
」

美
波

「
少
し
寝
た
方
が
い
い
よ
」

く
る
み
の
声
「
そ
う
だ
ね
…
…
」

美
波

「
ご
め
ん
。
私
、
明
日
早
い
か
ら
、
寝
る
よ
？
」

く
る
み
、
し
ば
ら
く
沈
黙
し
て
か
ら
、

く
る
み
の
声
「
ね
え
、
本
当
に
連
絡
な
い
よ
ね
？
」

美
波

「
…
…
な
い
よ
」

電
話
が
切
ら
れ
た
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
。

３
．

大
学
・
校
内(

昼)

美
波
、
友
人
た
ち
と
話
し
な
が
ら
、
歩
い
て
い
る
。

く
る
み
か
ら
の
着
信
に
気
付
く
が
、
無
視
す
る
。

そ
の
後
、
す
ぐ
に
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
。

美
波

「
も
し
も
し
」

凌
の
声
「
美
波
、
お
れ
」

美
波
、
友
人
た
ち
か
ら
離
れ
る
。

美
波

「
ち
ょ
っ
と
。
こ
っ
ち
が
大
変
な
ん
だ
け
ど
」

凌
の
声
「
な
ん
で
？
」

美
波

「
凌
か
ら
連
絡
な
い
か
っ
て
、
毎
日
電
話
来
る
ん
だ
け
ど
」

凌
の
声
「
ま
じ
？
」

美
波

「
も
っ
と
上
手
く
別
れ
て
よ
」

凌
の
声
「
俺
、
金
も
振
り
込
ん
だ
ん
だ
け
ど
」

美
波

「
え
っ
？
」

凌
の
声
「
婚
約
破
棄
だ
っ
て
騒
ぐ
か
ら
。
金
要
求
さ
れ
て
」

美
波

「
い
く
ら
？
」

凌
の
声
「
…
…
５
０
万
」

美
波

「
本
当
に
？
」

凌
の
声
「
も
う
手
切
れ
金
だ
な
と
思
っ
て
」

美
波

「
そ
う
な
の
？
」
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凌
の
声
「
は
ー
？

ま
じ
無
理
」

美
波

「
…
…
」

凌
の
声
「
美
波
、
上
手
く
言
っ
て
よ
」

美
波

「
…
…
」

凌
の
声
「
と
り
あ
え
ず
、
ま
た
連
絡
す
ん
ね
」

美
波

「
ち
ょ
っ
と
―
―
」

電
話
が
切
れ
る
。

美
波
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。

４
．

美
波
の
部
屋
・
室
内(

夜)
美
波
、
大
学
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
鳴
る
。

美
波
、
時
間
を
確
認
す
る
。
深
夜
１
時
。

物
音
を
立
て
な
い
よ
う
玄
関
へ
移
動
し
、
ド
ア
ス
コ
ー
プ
か

ら
確
認
す
る
。

髪
も
ぼ
さ
ぼ
さ
。
や
つ
れ
た
様
子
の
く
る
み
が
立
っ
て
い
る
。

美
波
、
仕
方
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
、
ド
ア
を
開
け
る
。

く
る
み
「
ご
め
ん
ね
。
こ
ん
な
時
間
に
…
…
」

美
波

「
び
っ
く
り
し
た
」

く
る
み
、
泣
き
そ
う
な
顔
で
、

く
る
み
「
一
人
じ
ゃ
辛
く
て
」

美
波

「
入
り
な
よ
」

美
波
、
く
る
み
を
部
屋
に
入
れ
る
。

×

×

×

美
波
、
温
か
い
お
茶
を
出
す
。

そ
れ
を
ゆ
っ
く
り
と
飲
む
く
る
み
。
指
輪
は
、
は
め
ら
れ
た

ま
ま
。

く
る
み
「
番
号
変
え
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
」

美
波

「
そ
っ
か
…
…
」

く
る
み
「
凌
ち
ゃ
ん
か
ら
、
連
絡
―
―
」

美
波

「
な
い
よ
」

く
る
み
、
美
波
を
ジ
ッ
と
見
る
。

沈
黙
。

く
る
み
「
婚
約
ま
で
し
て
た
の
に
酷
い
よ
ね
…
…
」
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美
波

「
…
…
」

く
る
み
「
凌
ち
ゃ
ん
、
許
せ
な
い
」

美
波

「
…
…
そ
う
だ
ね
」

く
る
み
「
美
波
も
そ
う
思
う
よ
ね
？

じ
ゃ
あ
、
協
力
し
て
」

美
波

「
何
す
る
の
」

く
る
み
「
凌
ち
ゃ
ん
の
お
給
料
の
い
く
ら
か
を
毎
月
貰
い
た
い
の
」

美
波

「
え
っ
？
」

く
る
み
「
慰
謝
料
だ
よ
」

く
る
み
、
目
が
座
っ
て
い
る
。

美
波

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
落
ち
着
い
て
」

く
る
み
「
本
気
だ
か
ら
」

美
波

「
そ
れ
は
、
無
理
か
な
っ
て
思
う
。
法
律
的
に
も
…
…
」

く
る
み
、
涙
を
流
し
、
手
で
顔
を
覆
う
。

く
る
み
「
…
…
悔
し
い
」

美
波

「
話
聞
く
か
ら
。
全
部
吐
き
出
そ
う
」

と
、
疲
れ
た
よ
う
な
表
情
で
、
く
る
み
の
背
中
を
さ
す
る
。

５
．

美
波
の
部
屋
・
室
内(

朝)

く
る
み
、
朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。

床
に
寝
て
い
た
美
波
が
目
を
覚
ま
す
。

く
る
み
「
お
は
よ
う
」

明
る
い
表
情
に
な
っ
て
い
る
。

美
波

「
お
は
よ
う
。
元
気
に
な
っ
た
？
」

く
る
み
「
美
波
の
お
か
げ
で
。
勝
手
に
台
所
使
っ
ち
ゃ
っ
た
」

美
波

「
全
然
い
い
よ
」

と
、
笑
顔
の
二
人
。

く
る
み
の
近
く
で
、
美
波
の
携
帯
が
光
っ
て
い
る
。

６
．

美
波
の
部
屋
・
室
内(

夜)

美
波
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。

く
る
み
か
ら
の
着
信
。

美
波
、
テ
レ
ビ
を
見
た
ま
ま
対
応
す
る
。

美
波

「
ど
う
し
た
の
？
」

く
る
み
の
声
「
昨
日
の
実
行
し
よ
う
と
思
っ
て
」
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美
波

「
え
？
」

く
る
み
の
声
「
慰
謝
料
」

美
波

「
今
朝
は
…
…
」

美
波
、
言
い
か
け
た
言
葉
を
や
め
る
。

美
波

「
無
理
だ
と
思
う
よ
」

く
る
み
の
声
「
や
っ
ぱ
り
、
諦
め
ら
れ
な
い
」

美
波
、
溜
息
を
つ
い
て
か
ら
、

美
波

「
あ
の
さ
、
人
同
士
の
付
き
合
い
っ
て
、
１
０
０
％
片
方
が
悪
い
っ

て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

く
る
み
の
声
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」

美
波

「
お
互
い
に
ね
」

く
る
み
の
声
「
５
０
／
５
０
(
フ
ィ
フ
テ
ィ
フ
ィ
フ
テ
ィ
)
っ
て
こ
と
？
」

美
波

「
そ
う
…
…
か
な
」

く
る
み
、
笑
い
出
す
。

美
波

「
ど
う
し
た
の
？
」

く
る
み
の
声
「
ね
え
、
私
が
何
も
知
ら
な
い
と
思
っ
た
？
」

美
波
、
絞
り
出
す
よ
う
に
、

美
波

「
…
…
何
が
？
」

く
る
み
、
小
声
で
何
か
を
言
っ
て
い
る
。
聞
き
取
れ
な
い
。

美
波

「
ご
め
ん
。
よ
く
聞
こ
え
な
い
」

く
る
み
、
は
っ
き
り
と
低
い
声
で
、

く
る
み
の
声
「
絶
対
、
許
さ
な
い
か
ら
」

電
話
が
切
ら
れ
る
。

テ
レ
ビ
か
ら
は
下
品
な
笑
い
声
。

美
波
、
携
帯
に
向
か
っ
て
、

美
波

「
パ
パ
活
女
が
う
る
せ
ー
よ
…
…
」

７
．

道
（
夜
）

Ｔ
「
一
年
後
」

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

巨
大
な
ツ
リ
ー
ま
で
の
大
行
列
。

美
波
、
行
列
の
中
を
歩
い
て
い
る
。
隣
に
は
彼
氏
（
凌
で
は

な
い
）
。

幸
せ
そ
う
な
笑
顔
。
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ツ
リ
ー
を
見
上
げ
る
二
人
。

美
波
、
人
に
ぶ
つ
か
ら
れ
る
。

女
の
声
「
５
０
／
５
０
で
し
ょ
？
」

美
波
の
コ
ー
ト
に
血
が
滲
む
。

倒
れ
る
美
波
。

美
波
、
彼
を
探
す
が
、
い
な
い
。

美
波
の
周
り
に
人
だ
か
り
が
出
来
る
。
皆
、
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
て
い
る
が
助
け
な
い
。

コ
ー
ト
の
血
が
広
が
っ
て
い
く
。

８
．

道
（
夜
）

凌
、
歩
き
な
が
ら
電
話
し
て
い
る
。

凌

「
び
び
っ
た
。
あ
れ
、
美
波
じ
ゃ
ん
」

凌

「
俺
？

大
丈
夫
っ
し
ょ
」

凌

「
じ
ゃ
あ
、
恐
い
か
ら
泊
め
て
ー
」

凌
の
笑
い
声
が
響
く
。

そ
の
瞬
間
、
凌
の
腕
に
何
か
が
飛
び
つ
い
て
く
る
。

凌
、
驚
い
て
、
腕
の
方
を
見
る
。

く
る
み
「
凌
ち
ゃ
ん
」

満
面
の
笑
顔
の
く
る
み
。

（
お
わ
り
）


